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平成19年度決算特別委員会質問事項平成19年度決算特別委員会質問事項平成19年度決算特別委員会質問事項

（第３回定例会代表質問続き）

12．総合病院の混雑解消対策については、かかりつけ医をもつことにより、より詳し

い健康管理が行われるメリットがあり、その地域の主治医の紹介により総合病院

を受診できる仕組みを活用することで、混雑の緩和に役立つと思うが、区の考え

は如何か。

（答）患者中心の医療連携体制を構築し、今後需要の増す在宅医療を普及する上で、

かかりつけ医の役割は重要性を増している。区は、医師会や病院などの関係

機関と連携して、かかりつけ医機能の推進を図っております。このかかりつ

け医制度が区民の皆さんに浸透することにより、総合病院の混雑解消につな

がっていくものと考えています。

13．救急医療については、通報者、救急士や病院の連携がまだまだ不十分と思うが、

区としての考えは如何か。

（答）救急医療を真に必要とする患者に迅速な医療を提供するためのルールづくり

を行い、都民・医療機関・消防機関・行政機関の四者が協力・協働して救急

医療を守る取り組みを進めていくことが必要であるとしております。この四

者取り組みに協力し、不要不急の救急車の利用が、一刻を争うケースの救命

の妨げになっていることに配慮し、区民に対して適正な救急車の利用につい

て普及啓発してまいります。

14．少子化といっても、子供を欲しくてもなかなか恵まれない方々がいることを忘れ

てはならない。その不妊治療助成については、特定不妊治療費の助成額の増加や

対象者の拡大など考えていくべきだが如何か。

（答）平成19年度には、百七十件の申請があり、多くの区民が待ち望んでいた助成

だと分かりました。所得制限がない点や助成額については、全国的にも類を

見ない水準にありますが、今後はさらに、区民のニーズを見極めつつ、検討

してまいります。

15．コミニティバス路線拡大に向けた取り組みについては、多くの区民から要望が寄

せられているが、その導入に向け、どのように取組まれていくのか。

（答）今後は、区民の代表や国、区内のバス事業者などの関係者で構成する地

域公共交通会議の場を活用しながら、路線検討や合意形成を効果的に進め、

本年度内に実施計画を策定し、平成２１年度中には新たな路線での実施

運行が開始できるよう精力的に取り組んでまいります。

→５路線追加が決定！

16．資源プラスティック回収の意義を、区民に理解してもらうことが、協力しても

らううえで重要と思うが、区としての考えは如何か。

（答）プラスティックを資源回収し、地球環境への負荷を低減し、持続可能な

社会を実現していくことは、先駆的で、有効な手段である。引き続き、

職員が出向いて説明する出前説明会や戸別訪問などで、協力をお願いし

てまいります。

17．長寿医療制度における高齢者の不

安や負担感の解消を図るためには、

高齢者の心身の特性や心情に配

慮した施策が必要と思うが、区

としての考えは如何か。

（答）相談体制を充実させていく

とともに、高齢者の心身の

特性を踏まえた、身近な医

療機関等での無料健康相談

の拡充や、経済負担にも配

慮した専用の保養施設の設

置などの施策を検討してま

いります。

【総務費】
１．昨今の経済状況を考えると、今後の区の財政状況も潤沢な税収入が続いてい

くかは疑問である。そう言ったことを考えると、区有施設においても公共料
金の使用料を減らすことや、その契約を見直すことにより料金の減額が図れ
るが、まず本庁舎の状況は如何か。
（答）電気・水道については既に実施している。ガス料金については、ガス

会社より情報収集の上、キメ細かな節減対策に取り組んでいきます。
２．本庁舎以外の区有施設についても、指定管理者等の関係もあるが、積極的に

契約をチェックしていくべきと思うが、如何か。
（答）沢山の区有施設があるなかで、各施設ごとに契約をしている状態であ

る。各施設の管理者とは、連携しまた情報収集に努めながら、一層適
切な公共料金の契約・支出に努めていきます。

【民生費】
１．盲導犬は育成についても大変費用がかかり、その数は足りない状況である。

また現役で活躍中の盲導犬のケアーがうまくいっていない状況である。人間
の為に一生を捧げる盲導犬や補助犬について、獣医師会の先生と連携して、
その体調についてケアーしていくべきと思うが如何か。
（答）区内ではまだ盲導犬は少ない状況だが、獣医師会との連携の提案につ

きましては、状況認識として受け止めますし、募金活動への協力依頼
があれば相談に応じます。

２．都内での福祉車両購入助成事業の実績については、どうなっているのか。
（答）在宅の車いす利用者の外出を支援し、社会生活の利便と生活圏の拡大

を図るため、品川区が平成１１年から実施し、港区が二番目である。
３．都助成実績と今後の見込みについては如何か。
（答）平成２０年４月から９月末まで、２件の助成実績があり、全体で５件

を見込んでいる。

【衛生費】
１．医師不足が叫ばれているなかで、三次救急の場合、港区では救急救命センタ

ーと救急病院との連携がどのようになされているのか。
（答）近隣区まで含めた救急病院との連携・協力をさらに進め、一層適切に

対応していく必要があると考える。区としましても、あらゆる機会を
とらえて、救急医療の現状や今後導入される新たな取組みに対する区
民の理解を促すほか、二次救急医療機関と三次救急医療機関の連携を
含め、救急医療の確保・改善に努めてまいります。

【産業経済費】
１．中小零細企業の現状は大変厳しいものと思うが、緊急融資制度も行われてい

るが、現実として融資が実行されているのかが問題である。融資が実行され
なかった場合を考えると、区として金利は高いが比較的審査が楽な新たな形
態の銀行との提携も考えるべきではないのか。また、大田区が3年間の期限
付き無利子融資を始めたが、港区はできないのか。
（答）利息制限法の上限金利まで設定していたり、銀行独自の保証会社の保

証を必要としたり、必ずしも借受人に有利とは限らない状況で、現時
点では困難である。無利子融資については、現在の港区の行っている
本人負担率０．１％の低利融資や保証料負担など、既に充実したものと
なっている。期間限定の無利子融資については、一つの選択肢として、
検討してまいります。

２．空き店舗対策として、インターネットのオークションで造作の売買が行わ
れているが、こういったものを利用して空き店舗を減らせば、スケルトン
にしなければ環境にも良いし、引き続き同じ従業員を使ってもらい雇用も
確保できるのでは。
（答）経営相談の相談機能をこれまで以上に強化し、事業を承継を目的とし、

支援が行える体制づくりに取り組んでいきます。
３．港区のインターネットサイト「みなとアラカルト」で、区内の５Ｍ（名所・

名産・名店・名物・名品）を紹介するなど、効果あるサイトへして頂きた
いが如何か。
（答）区内の商店街・中小企業の活性化のために、さらに「みなとアラカ

ルト」の　内容を充実してまいります。

【土木費】
１．総合設計制度は、建物は高く建つが公開空地などの地域貢献が感じられる

が、天空率はただ高く建つだけで何も近隣に貢献がない。なぜ特定行政庁
は天空率の適用除外区域の指定ができないのか。
（答）法で規定されて範囲で計画されたもので、特別な許可などを受けて

建築計画されているわけではなく、法に適用区域の指定に関する規
定がなく、区が適用除外区域を定めることはできません。

２．前面道路の電線地中化や歩道上空地を整備するなど、地域に貢献させるこ
とを前提に天空率が適用されるべきであることを、強く申し添えます。港
区役所の顔ともいえる芝公園の整備を、もっとすべきである。このままで
あるならば、早く都から区へ移管すべきであるが如何か。
（答）芝公園の管理に向けては、早期に区民共有の財産となるよう、引き

続き粘り強い交渉を続け、区役所前の改善も申し入れ致します。

編 集 後 記

区政報告書の作成が間に合わず、あまり間隔を空けずに次号を発

行することになりそうです。区役所での活動、所謂、定例会中の

代表・一般質問や各常任委員会、予算・決算特別委員会での発言

などの行動は、近隣においての日々の活動と違って、なかなか区

民の皆さんに伝わらないことが多いわけであります。任期の四年

間、如何に活動してきたかを、やはり議員として、自分できちん

と区民の皆様にお伝えするのが当然の責務と思っております。そ

ういう意味で、区政報告の間が空いたり、書面を作成しなかった

りするのは、何も議会でやっていない、そう執られても仕様がな

いことと思います。まだまだ、勉強中の身ではございますが、必

死に頑張って活動していることを、恐縮ながら、この紙面より区

民の皆様にお伝えさせて頂く次第であります。

代表質問及び決算特別委員会での質問の全文をご希望の方にお送り致します。ＦＡＸ又はメールにてご連絡下さい。
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うかい雅彦の質問内容は港区議会ホームページでご覧になれます

http://www.gikai.city.minato.tokyo.jp
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